
第 2 学年 算数科 学習指導案 

校時 組 児  童 指 導 者 

５ 
 

１ 男子 15 名 女子 15 名 計 29 名 森越 淑子 

３ 男子 15 名 女子 13 名 計 28 名 佐藤 友昭 

６ 
 

２ 男子 15 名 女子 13 名 計 29 名 田村 かおり 

４ 男子 15 名 女子 14 名 計 29 名 互野 美恵 

５ 男子 15 名 女子 13 名 計 28 名 澤口 聡子 

 

１ 単元名  １０ 新しい計算をかんがえよう（東京書籍 新しい算数 ２下） 

 

２ 単元について 

 第一学年では，「10を６こ集めた数は 60である」といったような数の理解と関連づけて，ひとまと

まりになっている数とまとまりの個数からものの総数を求めるなどの具体的な活動を通して，乗法の

素地的な経験をしてきている。 

 本単元は，これらの経験に基づき，乗法が１つ分の大きさが決まっているときに，そのいくつ分か

に当たる大きさを求める場合に用いられることの理解を図り，それを用いることができるようにする

ものである。また，乗法に関して成り立つ簡単な性質を調べ，九九を構成したり計算の確かめをした

りすることに生かすことを主なねらいとしている。 

 乗法の意味の獲得に際しては，図的なイメージ（イラストを意図的に並べたものやおはじきを並べ

たもの）を提示したり，図やおはじきを操作させたりすることを通して，操作とイメージ（絵や場面），

言葉での表現を伴って乗法の式をとらえさせるようにする。“生活の中から乗法の式で表すことができ

る場面を探し出す算数的活動”や“乗法の式からおはじきを並べたり，おはじきの並び方から乗法の

式を考えたりする算数的活動”などを取り入れていく。 

 九九の構成については，児童自らが乗法九九を構成したり，数の並び方のきまりを発見したりしな

がら，身につけていくことが大切である。５の段，２の段においては，答えがいくつずつ増えている

のかに気づくようにし，３の段，４の段では，それまでに発見したきまりを活用して九九を構成する

体験をさせる。構成の段階では，アレイ図をかくことを重視する。このことは，乗数と被乗数を正し

く識別すること，また，児童自ら「乗数が１増えれば積は被乗数分だけ増える」という計算の性質を

発見することの助けとし，効率よく九九を構成することにつなげるものである。 

記憶については，｢九九カード｣を活用したゲームや｢九九ビンゴ｣，各段の｢暗唱チャレンジ｣などを

取り入れて習熟を図るとともに，簡単な問題作りも行うことにより，乗法の意味理解をより深めたい。 

 

３ 単元の関連と発展 
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４ 単元指導計画 

（１） 単元の目標 

○乗法の意味について理解し，それを用いることができる。 

【関心・意欲・態度】・乗法のよさについて気づき，ものの全体の個数をとらえるときに進ん

で乗法を用いようとする。 

【数学的な考え方】 ・乗法九九が用いられている場合について，「１つ分の大きさ」「いくつ

分」をとらえて全体の個数の求め方について考える。 

【表現・処理】   ・乗法が用いられる場合を具体物や式で表すことができる。 

            ・乗法九九(５･２･３･４の段)を構成し，確実に唱えることができる。 

【知識・理解】   ・乗法が用いられる場合を理解する。 

           ・乗法九九（５・２・３・４の段）の構成のしかたを理解する。 

 

（２）単元指導計画 
小単元 時 目標 おもな評価規準 おもな算数的活動 身につけさせる

算数用語 
①かけ算 １ 

・ 
２ 
 

【プロローグ】 

・p.2 の絵を提示し，遊園地の入口付近で整列した人とばらばらの人の

数を数えることを通して，新しい計算への興味，関心を高める。 

同じ数のま
とまり 
 

・「１つぶんの大きさ」

「いくつぶん」をとら

えられるようになる。 

 

〔考〕数量を「単位と

する大きさ」の「いく

つ分」ととらえること

ができる。 

・自転車に乗っている
子どもを工夫して数
える。 
 

 

３ 
・ 
４ 

・乗法の意味を理解す

る。 

〔表〕乗法の場面とし

てとらえることがで

きる場面を乗法の式

に表したり，式を読ん

だりすることができ

る。 

〔知〕数量の関係を

「単位とする大きさ」

の「いくつ分」ととら

え，それを簡潔に表し

たものが乗法の式で

あることを理解して

いる。 

・１台に６人ずつの３
台分を求める具体的
な操作を行う。 

１つ分の数 
 
いくつ分 
 
ぜんぶの数 
 
かけ算 

５ ・乗法の意味の理解を

確実にする。 

〔表〕乗法の場面とと

らえられる場面を式

に表したり，乗法の式

から場面を表現した

りすることができる。 

・３×２になるように
おはじきを並べる。 
・おはじきから，かけ
算の式を考える。        

 

 

 ６ ・乗法の答えは被乗数

を乗数の数だけ累加

して求められること

を理解する。 

 

〔表〕乗法の答えを被

乗数を乗数の数だけ

累加する方法で求め

ることができる。 

・「８×３」の答えの
求め方を考える。 

 

７ ・乗法の場面としてと

らえることができる

場面が，身の回りに多

くあることを知ると

ともに，乗法の意味の

理解を確実にする。 

 

〔関〕学習内容を適切

に活用して，活動に取

り組もうとしている。 

・学校の中でかけ算の
式で表せる場面を探
す。 
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②５のだ
ん・２の
だんの九
九 

１ ・５の段の九九を構成

する。 

 

〔知〕５の段の九九の

構成のしかたを理解

している。 

・乗っている全部の人
数を，車の台数が尐な
い場合から調べる。 
・車の数を増やして，
９台分までの人数を
求める。 

 

２ 
・ 
３ 

・５の段の九九を記憶

し，適用する。 

〔表〕５の段の九九を

唱えることができ，そ

れを用いて身の回り

の問題を解決するこ

とができる。 

・５の段の答えの特徴
をつかみ，５の段の九
九を用いて問題を解
決する。 

九九 

４ ・２の段の九九を構成

する。 

〔考〕５の段の九九と

同じ考えを用いて２

の段の構成を考えて

いる。 

〔知〕２の段の九九の

構成のしかたを理解

している。 

・乗っている全部の人
数を自転車の台数の
尐ない場合から調べ
る。 

 

 ５ 
・ 
６ 

・２の段の九九を記憶

し，適用する。 

〔表〕２の段の九九を

唱えることができ，そ

れを用いて身の回り

の問題を解決するこ

とができる。 

・２の段の答えの特徴
をつかみ，２の段の九
九を用いて問題を解
決する。 

 

③３のだ
ん・４の
だんの九
九 

１ ・３の段の九九を構成

する。 

〔考〕乗法について成

り立つ性質を用いて，

九九の構成のしかた

について考えている。 

・３の段の九九をつく
る。 

かけられる数 
かける数 

２ 
・ 
３ 

・３の段の九九を記憶

し，適用する。 

〔表〕３の段の九九を

唱えることができ，そ

れを用いて身の回り

の問題を解決するこ

とができる。 

・３の段の九九を知
り，３の段の九九を用
いて問題を解決する。 

 

 ４ 
 
１組 
・ 
３組 
本 
時 

・４の段の九九を構成

する。 

〔考〕乗法について成

り立つ性質を用いて，

九九の構成のしかた

について考えている。 

・４の段について乗数
が１増えると積がい
くつ増えるのかを考
える。 

 

５ 
・ 
６ 
 
５組 
本 
時 

・４の段の九九を記憶

し，適用する。 

〔表〕４の段の九九を

唱えることができ，そ

れを用いて身の回り

の問題を解決するこ

とができる。 

・４の段の九九を知
り，４の段の九九を用
いて問題を解決する。 

 

 

７ 
 
２組 
・ 
４組 
本 
時 

・乗法を用いる場面を

とらえ，問題文にする

ことを通して，５，２，

３，４の段の理解を深

める。 

 

〔表〕絵を見ながら乗

法の式になる問題を

作ることができる。 

 

・いろいろな式のかけ
算の問題をつくる。 

 

◎まとめ １ ・学習内容を確実に身

につける。 

〔表〕学習内容を正し

く用いて，問題を解決

することができる。 

  

 
 

２ ・学習内容の理解を確

認する。 

〔知〕基本的な学習内

容について理解して

いる。 
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５ 本時の指導（１組・３組） 

（１）目標 

 ・４の段の九九を構成する。（数学的な考え方） 

 

（２）児童の実態と指導にあたって 

≪1 組≫ 

 1 組の児童は，意識調査の結果 90％

の児童が好きと答えており，算数の学習

に積極的に取り組んでいるが，理解や作

業の速さ，丁寧さにはかなりのばらつき

がある。 

 本単元に関わるレディネステストの

結果は右の通りである。３の誤答は，全

部の数ではなく，いくつ分を答えてしま

ったものである。４の誤答は，５とびを

10 とびにしたり，とばずに答えたりし

たものである。５については，無答が１４人もいた。かけ算に対する抵抗はかなり大きいと思われる

ので，導入部分を大事に取り上げていく必要がある。これまでは，ノートを中心に学習を進めてきた

が，かけ算では，視覚的にも理解しやすいように，また，作業手順で迷うことのないようにするため，

プリントを活用することにした。九九をつくる段階では，九九を作りたいと思うような場面を用意し，

意欲を途切れさせないで学習できるようにしていきたいと考える。 

 

 

  ≪3 組≫  

   児童は意識調査の結果 95％の児童が

好きと答えており，算数の学習に積極

的に取り組んでいるが，理解や作業の

速さ・丁寧さにはかなりのばらつきが

ある。 

本単元に関わるレディネステストの

結果は右の通りである。１の誤答は，数

える際に二，四，六，…という数え方を

して４ずつ数えて丸で囲んだり，やり忘

れたりというものである。早とちりや勘違い，指示の聞き逃しなど集中力が持続しない児童がいる

ため，九九のどの段でも視覚的に似ている形式のプリントを活用し，児童が学習の見通しを持つこ

とを容易にし作業手順で迷うことのないようにしながら，用語や答えの求め方などを尐しずつステ

ップアップできるようにしたい。また，九九をつくる段階でも，九九を作りたいと思うような場面

を用意し，意欲を途切れさせないで学習できるようにしていきたいと考える。 

 

 

 

 

 

 

 

本単元についてのレディネステストの結果（３組）％ 

レディネステストの内容 正答率 

1．正しく数え，５ずつまとめる 90 

2．５を単位としていくつ分かがわかる 93 

3．１あたりの数といくつ分に着目して問題場面をとらえ，
答えを求める。 

93 

4．10とび，5とび，2とびなどの系列がわかる 98 

5．かけ算の意味がわかり立式して答えをもとめる（未習） 55 

6．九九を知っている（未習） 52 

 

本単元についてのレディネステストの結果（１組）％ 

レディネステストの内容 正答率 

1．正しく数え，５ずつまとめる 100 

2．５を単位としていくつ分かがわかる 97 

3．１あたりの数といくつ分に着目して問題場面をとらえ，
答えを求める。 

90 

4．10とび，5とび，2とびなどの系列がわかる 90 

5．かけ算の意味がわかり立式して答えをもとめる（未習） 33 

6．九九を知っている（未習） 31 
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（３）研究との関わり 

 

（４）展開 

段
階 

学習活動と主発問 予想される児童の反応 指導上の留意点 

・留意点 □評価 

つ
か
む
５
分 

    

 

「一台に 4 人ずつ乗っているジェ

ットコースター」「一台に 4 人ず

つ乗っている飛行機」 

 

・これまでの学習を思い起こさ

せながら，演算決定の根拠を確

かめる。 

 

 

・～ずつが～ぶんという表現と

かけられる数とかける数という

用語を結びつけるように話す。 

１．提示された絵について話

し合い，課題を持つ。 

・この絵の中に４の段になり

そうなところはありますか？ 

仮説(1)既習事項の活用の工夫仮説(2)図や

式，具体物等を用いた活動の工夫 

 

み
と
お
す
２
分 

 ２．解決の見通しを持つ。 

・３の段の九九のつくり方と

同じようにして４の段の九九

をつくりましょう。 

・4 の段の九九の答えはどのよ

うに求めればよさそうです

か。 

  

 

 

 

 

 

「４ずつたしていけばよい。」 

「前の答えに４をたせばよい。」 

・絵を並べながらまず 4×５

まで立式する。 

 

 

 

 

・3 の段の掲示を見せて，一

つずつ数えなくても計算で

求める方法はなかったか想

起させる。 

 

や
っ
て
み
る
５
分 

 ３．見通しにしたがい，答え

を求める。 

 ・既習の計算方法を活用して， 

４×５までの答えを求める。 

・前時までと同様に，プリン

トにアレイ図を描く欄も設

け，早く終わった児童には図

でも確かめさせる。 

・答えが見つからない児童に

は図を描いて，式に結びつけ

るよう助言する。 

   

仮説 （１）既習事項の活用の工夫 

手だて： ３の段ではアレイ図を使い，累加の方法や「かける数・かけられる数」の言葉について

学んだ。さらに，「かける数が１増えると答えはいくつ増えるか」ということにも尐しふ

れている。この既習事項を九九の答えを求める際に用いることで，効率よく九九を構成で

きることをとらえさせたい。 

見通しの段階で既習事項の何が活用できるか投げかける。また，教室内に掲示し，考え

る手助けとする。また，どの段でも視覚的に似ている形式のプリントを使って作業手順で

迷うことを減らしつつ，答えの求め方などを尐しずつステップアップできるようにしたい。  

 

仮説 （２）図や式，具体物を用いた活動の工夫 

  手だて： 黒板ではジェットコースターのイラストを用い，プリントではアレイ図をかく欄を設け

ることでイラストから図へ置き換える経験を重ねさせたい。 

答えを求める作業プリントや板書とは別に、式を順序よく並べたものを提示して（同様

のプリントも配る）九九の並びや答えの変化に着目させ、気付いたことを書き込ませるな

どの活動により、「かける数」が１ふえると答えが「かけられる数」分増えることに結び

つけ、それらを活用するという意識を持たせる。 

 

４のだんの九九をつくろう。 
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― ２０ ―  ２年１・３組（６） 

  

ふ
か
め
る
20
分 

４．解決の結果について話し合う。 

・答えの求め方を発表しましょう。 

・どの求め方がよいと思いましたか。 

 

 

・３の段のときと違うのは何ですか。 

 

・4×１＝４から 4×５＝２０までを

見て，何か気付いたことはあります

か？ 

・九九の続きを完成させるのにつか

えそうなきまりはありますか？ 

 

 

（中間まとめ） 

 

 

 

５．４の段の九九を完成させ中間ま

とめについて確かめる。 

 

 

「毎回たした」「たさなかった」 

「前の答えに４をたす方がはやく

てよい」 

 

「４ずつたしたこと」 

 

「かけられる数は全部４」 

「かける数は１ずつふえている」 

「答えは４ずつふえている。」 

「かける数が１ふえると、答えは

４ふえる。」 

 

 

 

 

 

 

「４ずつふやす」 

「4×５＝２０」の２０に４をたせ

ばよい」 

・板書で児童の答えの求め方

を整理する。また，アレイ図

を用いて答えの確かめをす

る。 

 

 

 

・4×５までは答えの書いて

ある九九の表を配布して視

点を限定させる。 

・小グループで意見を出し合

う時間を設ける。 

・かけられる数やかける数とい

う言葉を用いることを促す。 

・板書で児童の発言を整理し

ていく。 

 

 

・4×６＝２０＋４＝２４と

いう書き方について指導す

る。 

□考 乗法について成り立つ性

質を用いて九九の構成の仕

方について考えている。（発

言・書き込み） 

ま
と
め
る
10
分 

６．答えと性質を用いることのよさ

を確認する。 

・４×５＝２０までで見つけたきま

りは，4×９＝３６までにもあては

まりそうですか。 

 

・４＋４＋４＋４＋４＋４とたして

いくのと比べて，２０＋４はどんな

感じがしましたか？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７．学習したことを生かしてプリン

トの穴埋め問題を解く。 

 

 

「あてはまる」 

 

 

 

「（工夫した方が）早い。」 

「（工夫した方が）らく。」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・乗法について成り立つ性質

を用いることの有用性につ

いて考えさせたい。 

 

 

 

・４＋４＋４＋…とする方が

確実と感じる児童や安心で

きるという児童があれば，そ

れも認める。 

・4 の段の九九の構成につい

て理解を深め，九九の答えを

求める際に活用できるとい

う視点を持たせる。 

・「きまり」という言葉を使

うが，他の段にも同じような

ことが言えるか確かめてか

ら本当の「きまり」とするこ

とにふれる。 

ふ
り
か
え
る
３
分 

８．学習の感想を発表し，本時の自

己評価をする。 

 

・①わかったか②できたか③手を

あげたかを振り返りノートに丸を

つける。 

 

かける数が 1 ふえると 

答えは４ふえる 

かける数が１ふえると 

        答えは４ふえる。 
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５）具体の評価規準 

 

（６）板書 

これまでに使用したプリントの例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１つぶんの数 4 

４のだん 

 

 

 

 

 

 

4×４に  ←4 ふえる 

 

  

           4 × 5  ＝ 20 
        かけられる数 かける数  

 4×1＝ 4 

 4×2＝ 8 

 4×3＝12 

  4×4＝16 

  4×5＝20 

  4×6＝24 

  4×7＝28 

  4×8＝32 

  4×9＝36 

20+4 

A B 努力を要する児童への支援の手だて 

・４の段の九九は，４ずつ増える

という規則性や前の式の答えに４

を足したものが次の答えになって

いくことを見つけることができ

る。 

・４の段の九九は，４ずつ増える

という規則性や前の式の答えに

４を足したものが次の答えにな

っていくことをつかって九九を

構成できる。（数学的な考え方） 

・プリントを参考にさせ，図や

足し足しのやり方で求めるこ

とができるように支援する。 

 

４のだんの九九をつくろう 

絵 

 

4 × 1 =４ 

4 × 2 =８ 

4 × 3 =１２ 

4 × 4 =１６ 

4 × 5 =２０ 

 

４ずつたす 

 

4 

4＋4 

4＋4＋4 

4＋4＋4＋4 

4＋4＋4＋4＋4 

前の答えに

４をたす 

 

 

8＋4 

12＋4 

16＋4 

☆かける数が 

 １ふえると 

 答えが 

   ４ふえる 

１つ前の答えに 

 ４をたすとよい 

4ふえる 1ふえる 

１ふえる 4ふえる 

 

4ふえる 1ふえる 

１ふえる 4ふえる 

１ふえる 

１ふえる 

16 

4ふえる 

4ふえる 

１ふえる 

１ふえる 

4ふえる 

4ふえる 



― ２２ ―  ２年５組（４） 

５ 本時の指導（５組） 

 （１）目標 

  ・４の段の九九を使って、身の回りの問題を解決することができる。（表現・処理） 

  

 （２）児童の実態と指導にあたって 

   ５組の児童は、算数の学習に積極的に 

取り組んでいる。算数意識調査の結果で 

も９割近くの子が算数が好きと答えてい 

るが、理解や作業の速さ、丁寧さにはか 

なりのばらつきがある。 

   本単元に関わるレディネステストの結 

果は、右の通りである。10 とび、5 とび、 

  2 とびの数については、繰り返して練習 

  したが、時間がたっているために忘れて 

しまったものと考える。○とびの数につ 

いては、５の段、２の段のかけ算を学習 

する上での基礎となるので、かけ算の学習に入る前に復習し、確実にしておきたい。 

 また、「かけ算もう知ってるよ。」と得意気に答える児童も多いのだが、「１つ分」×「いくつ分」 

  ＝「ぜんぶの数」というかけ算の意味理解ができているとはいいがたい。よって、４の段の九九

を覚えた段階で適用問題を解きながらかけ算の意味理解を確実にし、次のステップとしてかけ算

の交換法則にもふれることで、かけ算のいろいろな見方に気付かせたい。 

 

 （３） 研究との関わり 

仮説（２）「図や式、具体物等を用いた活動の工夫」 

手だて：サッカーボールが規則正しく並んだ絵を使って、既習の「1 つぶん」は 1 つのまと

まりという見方から、縦や横の列を「1 つぶん」と考える見方もあることに気づかせ

ていく。新しいかけ算の見方であるので、絵の中の 1 つ分を丸で囲んだり、おはじき

を並べたりしながら、２つのかけ算の式を見つけさせたい。また、同じように 2 つの

かけ算の式がかくれているおはじきの並べ方を考えたり、他の児童が考えたいろいろ

なおはじきの並べ方を見て式を考えたりする算数的活動から、答えが同じ２つの九九

を探すための手助けとしたい。 

 仮説（３）「適用・発展問題の工夫」 

  手だて：1 列に 4 個ずつ、3 列に規則正しく並んだ絵から、縦 1 列を「1 つぶん」と数える

見方、横 1 列を「1 つぶん」と数える見方をすることに気づかせ、４×３、３×４と

いう２つのかけざんの式を見つけることができるようにする。そこから気づいたこと

探させ、「かける数とかけられる数が逆になっても答えが同じになっている」ことを

発見させたい。これは、次の単元「かけ算(2)九九をつくろう」で学ぶかけ算の交換法

則にもつながるものである。 

 

 

 

本単元についてのレディネステストの結果（５組） 

レディネステストの内容 正答率% 

1．正しく数え、５ずつまとめる 100 

2．５を単位としていくつ分かがわかる 96 

3．1 あたりの数といくつ分に着目して問題場面 

をとらえ、答えを求める 

92 

4．10 とび、5 とび、2 とびなどの系列がわかる 79 

5．かけ算の意味がわかり、立式して答えを求める

（未習） 

39 

 

6．かけ算九九を知っている（未習） 39 

 



― ２３ ―  ２年５組（５） 

（４） 展開 

段

階 

学習活動と主発問 予想される児童の反応 指導上の留意点 

・留意点 □評価 

 

つ 

か 

む 

５
分 

 １ ４の段の九九を唱える。 

 

２ P18③の問題を把握する。 

  おもちゃの自動車を作ります。１

台にタイヤを４こつけます。 

  (１)５台ぶんでは、タイヤは何こ

いりますか。 

・全員で唱える。 

・ひとりずつ唱える。 

 

 

 

 

 

・九九表を見ながら唱えてもよ

いことにする。 

 

み
と
お
す 

５
分 

 

３ 見通しを立てる。 

 ・何の段の九九を使いますか。 

 ・それはなぜですか。 

４のだんのもんだいをとこう。 

・今日の課題を読みましょう。 

 

・４の段 

・１台にタイヤが４こずつだか

ら。 

・一斉に読み、プリントに課題

を書く。 

 

 

・１つ分の数を意識させるた

め、問題に○（1 つぶんの数）

◎（いくつぶん）の印をつけ

させる。 

や 

っ 

て 

み 

る 

２０
分 

                                   

 

  ４ 自力解決する。 

（１）の問題に取り組む。 

・では自分で問題をといてみまし

ょう。早く終わったらことばで

も説明してみましょう。  

 

（２）の問題に取り組む。 

 ・自動車が１台ふえると、タイヤ

は何こふえますか。わけも合わ

せてこたえましょう。 

・１台ふえたときの式はどうなり

ますか。 

・かける数が 1 ふえると答えはい

くつふえますか。 

 

 

５ P18④サッカーボールの絵を見

る。 

 ・この絵の中には、どんなかけ算の

式がかくれているでしょうか。１

つ分がわかるように○で囲んで、

式を書きましょう。 

 

・この２つの式と絵を見て、気付い

たことはありませんか。 

 

 

 

・４×５＝２０ 答え２０こ 

・１台に４こずつ５台分で２０

こです。 

 

 

・４こふえる。1 台分が４こだ

から。 

 

・４×６ 

 

・４ふえる。 

 

 

 

 

・たてに４つずつ３列なので、 

４×３です。 

・横に３つずつ４列なので、 

３×４です。 

 

 

・答えがどちらも 12 で同じ。 

・絵には４×３と３×４の２つ

の式がかくれている。 

・４×３と３×４は、かけられ

る数とかける数が反対。 

 

 

 

 

 

 

 

・1 台増えるということは、乗

数（いくつぶん）が 1 増える

ことから、「かける数が 1 ふ

えると答えは４ふえる」とい

う決まりをつかっても答え

を出せることに気付かせる。 

表４の段の九九を用いて問題

を解決することができる。 

（プリント） 

・１つの式を見つけた子には、

まだ他にないか探してみる

よう助言する。 

・理解が難しい児童には、絵を

横にして同じ絵が４×３に

も３×４にも見えることを

視覚的に理解できるように

する。 

知サッカーボールの絵から、

２つのかけ算の見方ができ

ることがわかる。(プリント) 



― ２４ ―  ２年５組（６） 

 

（５）具体の評価規準 

A B 努力を要する児童への支援の手だて 

4 の段の問題を解決する際に、

かける数が１ふえると答えは４

ふえることを説明することがで

きる。 

４の段の九九を使って、問題を解決す

ることができる。（表現・処理） 

1 台増えたとき、タイヤがいくつふ

えるのか、図がかいてある補助プリ

ントを渡し、その図がどのように変

わるかを考える手助けとする。 

４×３、３×４のように 2 つの

九九の見方ができるおはじきの

並べ方がわかる。 

サッカーボールの絵から、2 つのかけ

算の見方ができることがわかる。 

（知識・理解） 

サッカーの絵にひとつぶんが分か

るように○をかき込んだ補助プリ

ントを渡す。 

 

（６）板書 

４のだんのもんだいをとこう 

④サッカーボールの絵 

 

 

 

  

４×３＝12 ３×４＝12 

   

 ・答えが同じ。 

 ・かけられる数と 

                    かける数がぎゃく。  

③おもちゃのじどう車をつくります。1

台にタイヤを４こつけます。 

(1)５台分では、タイヤはなんこいりま

すか。 

(2)じどう車が 1 台ふえると、タイヤは

なんこふえますか。 

 

 

 

 

 

あ
て
は
め
る 

１０
分 

 ６ ４×３、３×４と同じような九

九をさがす。 

・４×３、３×４のように 2 つの 

九九がかくれているおはじきの 

並べ方を考えよう。 

仮説(2)図や式、具体物を用いた 

活動の工夫 

 

仮説(3)適用・発展問題の工夫 
 

 

 

 

        

 

      ２×５と５×２ 

３×２と２×３   

 

・考えた並べ方を紙にかき、み

んなに紹介することで、いろ

いろなかけ算の見方に気付

くきっかけとする。 

 

ふ
り
か
え
る
５
分 

７ 今日の学習を振り返る。 ・①わかったか②できたか③手

をあげたかを振り返り、ノート

に丸をつける。 

 

(1) 1 台に４こずつ５台分です。 

しき ４×５＝２０ 答え２０こ 

(２)４こ   1 ふえる  ４ふえる 

  ４×６＝２４  

児童がかい

た図 

児童がかい

た図 



５ 本時の指導（２組） 

（１）目標 

・乗法を用いる場面をとらえ，問題文にすることを通して５．２．３．４の段の理解を深める。 

                                   （表現・処理） 

 

（２） 児童の実態と指導にあたって 

≪2 組≫ 

児童の意識調査の結果，約７割が算数

が好きであると答えており，苦手意識か

ら算数がきらいだと思っている児童が数

名いる。本単元に関わるレディネステス

トの結果は，右記の通りである。 数のま

とまりや数系列については，かけ算九九

の各段の学習に入る前に確実に理解させ

たいと考える。未習のかけ算については，

正答率が大変高く，かけ算への興味の高

さがうかがえる。これらの実態から，本

時では場面を通して，乗法の式の意味理解を確かにしたい。さらに友達の問題に挑戦することで，意

欲化を図りたい。 

 

（３） 研究との関わり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本単元についてのレディネステストの結果（２組） 

レディネステストの内容 正答率% 

1．正しく数え，５ずつまとめる 93 

2．５を単位としていくつ分かがわかる 93 

3．１あたりの数といくつ分に着目して問題場面をとら
え，答えを求める。 

93 

4．10とび，5とび，2とびなどの系列がわかる 92 

5．かけ算の意味がわかり立式して答えをもとめる（未習） 72 

6．九九を知っている（未習） 69 

 

仮説（３）「適用・発展問題の工夫」 

手だて： これまで問題文や絵からかけ算の式を考えてきた児童にとって、問題作りは抵抗のある子

も多いと思われる。これまで通り、場面の様子をイメージさせながら、「１つぶんの数」「い

くつぶん」「ぜんぶの数」を確認するとともに、問題文作りに必要な単位や主語・問いの文

をおさえたい。 

          子どもたちから出てくる言葉や文を大切にしつつ、学級のみんなで問題文を完成させてい

くようにする。 

          また、問題の絵には、これまでの学習したもので確認する必要のある場面（交換法則のか

け算、１つ分の数の不充足、いくつ分が先の問題文）があるので、しっかりおさえ 

    たい。 

          自由に作る問題においても、これまでの学習が生かされるようなシートを使い、完成でき

た問題は、家庭学習等で解くことを伝えたい。 

― ２５ ―  ２年２組（４） 



― ２６ ―  ２年２組（５） 

（４） 展開  

段階 
   学習活動と主発問  予想される児童の反応   指導上の留意点 

 ・留意点 □評価 

つ
か
む
３
分 

・前時までの九九をフラッシュ 

カード等で想起する。 

１．課題を把握する。 

・５．２．３．４の段の 

九九を個々とみんなで想起 

する。 

 ・課題を読み，確認する。                           

・忘れている子は，九九表を 

見てもよい。 

 

 ・絵の場面について話ながら 

  意欲を高める。 

  

  かけざんのしきになるおはな 

しもんだいをつくろう。 
 

・お話場面の絵 

み
と
お
す
５
分 

２．２×４の式になる問題を絵か

ら探す。 

 

   ・２×４になるわけ 

   ・２×４＝８ 

   ８は何を表す数か 

・ベンチ（いす）の人，ベ

ンチに座っている人の数。 

・一つのいすに2人ずつ座

っている。それが４つある

から。 

・ぜんぶの人数 

・１つ分，いくつ分をおさえ

る。（ベンチをまるで囲む。） 

 

・答えは，お話問題の聞いて

いることだとおさえ，「全部で

何人ですか。」の文型を確認す

る。３つの文からなることも

おさえる。 

や
っ
て
み
る
７
分 

 

３．２×４のお話問題を作る。 

 

１つの□に□が○人ずつすわっ       

ています。 

□は○つぶんあります。   

（   ）なん人すわっていま           

すか。 

 

・ノートに書き，発表する。 

 

１つのいすに人が２人ず

つ 

いす は４つぶん 

みんなで なん人 

 

・１つ分の数 いくつ分 

  全体の数 

 文型を確認する。 

「子どもが2人ずつすわって

いるいすが、4つあります。 

 みんなで何人いますか。」 

（これもあり） 

あ
て
は
め
る
27
分 

  

・花壇の花 

  ３×５，５×３ 

・池の鯉 

子どもが2人 

１人が５ひきのこいに

えさ 

２×５でなく５×２              

・テーブルの上のジュース 

・いす 

・テーブルの人は？ 

   人数がばらばら。かけ算

の式にはできない。 

 

 

・花壇の花については，前時

のサッカーボールを想起させ

る。 

・できない子は，ヒントカー

ドで考える。（穴うめ問題） 

・１つ分の数を確認し、移動

すればかけ算の式にできるこ

とを確認する。 

表  乗法の式に表すことがで

きる場面を探し，問題文に表

せる。（ノート） 

・頭で考えつかない子には，

既習のお菓子やみかんのイラ

ストを与えて考えさせる。 

 ４．お話場面の 問題作りをす

る。 

・かけ算の式になる場面を確認

する。 

 

 仮説（３） 

 適用・発展問題の工夫 
 

 

・ペアトークの後，発表する。 

 

５．絵からではなく，頭で考え

る問題にも挑戦する。 

 

ふ
り
か
え
る
３
分 

６．感想を発表しあう。  自分の問題を紹介する。 ・挙手により３人程度。 

 

・児童の作った問題を（上手

な問題があれば）紹介する。 

 

 



― ２７ ―  ２年２組（６） 

（５） 具体の評価規準 

            A              B 努力を要する児童への支援の手だて 

  身の回りから、乗法の場面と

してとらえることができる場面

を思い起こし、式に表したり、問

題を作ったりすることができる。 

絵から、乗法の場面としてとら

えることができる場面を見つけ

て式に表したり、問題を作った

りすることができる。 

     （表現・処理） 

場面の中の「１つぶんの数」や

「いくつぶん」に○をつけさせ

たり、穴埋め形式の問題作りヒ

ントカードを用意する。 

 

（６） 板書 

   

か かけざんのしきになるおはなしもんだいを

つくろう 

５．２．３．４のだん 

  

  

  絵                    

              

                         

             

 

  ベンチのもんだい  ジュースのもんだい  

 

 

 

たてよこ 

１つぶんの数×いくつぶん＝ぜんぶの数 

    ２  ×  ４＝ ８ 

 

 

 

 

 

   

 花のもんだい 

 

 

  

 こいのもんだい   

          ひっかけ 

    

 

 テーブルのもんだい いどう 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



― ２８ ―  ２年４組（４） 

５ 本時の指導（４組） 

（１）目標 

・乗法を用いる場面をとらえ，問題文にすることを通して５．２．３．４の段の理解を深める。 

                                   （表現・処理） 

 

（２） 児童の実態と指導にあたって 

 

≪4組≫    

  児童の意識調査の結果，約８割が算数

が好きであると答えており，苦手意識か

ら算数がきらいだと思っている児童が数

名いる。 

 本単元に関わるレディネステストの結

果は，右記の通りである。 

 ２問目の正答率が低かったのは、「５こ

ずつの“あつまり”」という言葉の意味を

とらえられなかったためと思われる。そ

こで既習の「１０の“まとまり”」という

言葉を生かし、そのイメージと結び付け、１０を数えて○で囲み、“まとまり”を作った活動を思い起

こさせたい。乗法の学習においても、同じ数ずつの
．．．．．．

“まとまり”に目をつけさせ、「１つぶんの数」を

数えて○で囲み、“まとまり”を意識させるという活動を続けていきたい。また，乗法の要素の一つで

ある，「いくつぶん」の考えにつながってくるものであるので，同じ数ずつの
．．．．．．

まとまり・あつまりの意

味を確実に理解させたい。 

数系列については誤答した児童の全てが２とびでつまずいている。いくつずつ増えているかを意識

した学びが必要である。 

算数の学習において、見通しが持てないために自力解決の難しい児童が数名いるので，問題作りの

見通しがもてるようポイントをしっかりおさえたい。場面や品物の絵から乗法をみつける活動を通し

て，乗法についての意味理解を深めたい。また，作った問題を解き合うことで達成感を味わわせ学習

意欲につなげたい。 

 

（３） 研究との関わり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本単元についてのレディネステストの結果（４組）％ 

レディネステストの内容 正答率 

1．正しく数え，５ずつまとめる 100 

2．５を単位としていくつ分かがわかる 82 

3．１あたりの数といくつ分に着目して問題場面をとらえ，
答えを求める。 

93 

4．10とび，5とび，2とびなどの系列がわかる 88 

5．かけ算の意味がわかり立式して答えをもとめる（未習） 70 

6．九九を知っている（未習） 72 

 

仮説（３）「適用・発展問題の工夫」 

手だて：① 児童の生活に関わりのある（経験に基づく）教材で問題作りに取り組むことにより，意

欲を持ちながら，乗法の場面をとらえられるようにしたい。 

    ② 問題作りの際に使う言葉・文型をみんなで確かめることにより，言葉や表現による，つ

まずきを防ぎ，問題作りのポイントとなる「１つぶんの数」「いくつぶん」，「ぜんぶの数」

（聞いていること）について表記されているか、落ちが無いかを把握しやすくする。 

    ③ 作った問題について，小グループで発表し合い，問題作りに必要なポイントが盛り込ま

れているか相互評価させることで，自分の作った問題について見直す姿勢を持たせると共

に，乗法の意味理解を深めさせたい。 

    ④ 作った問題を解き合う時間を設定することで，学習への意欲を持続させると共に，達成

感を持たせたい。 

 

 



（４） 展開  

段階 
   学習活動と主発問  予想される児童の反応   指導上の留意点 

 ・留意点 □評価 

つ
か
む
３
分 

・前時までの九九をフラッシュ 

カード等で想起する。 

 

１．課題を把握する。 

・５．２．３．４の段の 

九九を個々とみんなで想起 

する。 

                            

・忘れている児童は，九九表を見

てもよいことにする。 

 

 ・絵の場面について話しながら

意欲を高める。 

  

み
と
お
す
６
分 

２．課題解決の見通しをもつ。 

・２×４の式になる問題を絵から探

しましょう。 

 

・ベンチの絵が、なぜ２×４になる

のでしょう。 

 

・２×４＝８の「８」は何を表す数

でしょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ベンチの絵 

 

 

・１つのベンチに2人ずつ座って 

いる。それが４つぶんあるから。 

 

・ぜんぶの人数 

・同じ数ずつのまとまり（１つ 

ぶん），いくつぶんをおさえる。 

（ベンチをまるで囲む） 

 

 

 

 

・答えは，お話問題の聞いている

ことだとおさえ，「みんなで（

ぜんぶで）～ですか。」の文型

を確認する。 

 

・問題作りの３つのポイントを盛

り込むことを確認する。 

①１つぶんの数 

②いくつぶん     

 ③ ぜんぶの数 

（聞いていること） 

や
っ
て
み
る
６
分 

３．穴うめ問題をやってみる。 

・２×４のお話問題を作ってみまし

ょう。 

 

①１つの□に□が□人ずつすわっ

ています。 

②□は□つぶんあります。 

③（   ）□すわっていますか。            

 

 

 

・穴うめ問題をする。 

・シートに書き，発表する。 

 

① １つのいすに人が２人ずつ

すわっています。 

② いすは４つぶんあります。 

③ （みんなで）何人すわって

いますか。 

 

・３つの文型を確認する。 

①１つぶんの数について 

②いくつぶんについて     

 ③ ぜんぶの数について 

 

・視覚的にも３つのポイント・ 

 文型がわかりやすいように板 

書していく。 

・‘～ずつ’(１つぶんの数)や単

位の表記についても確認する。 

あ
て
は
め
る
27
分 

４．お話場面の問題作りをする。 

 

 

 

・お話問題を作ってみましょう。 

  動物園の絵 

・山のさる（４×２）              

・おりの鳥 （２×６）    

・ぞうのりんご（３×２） 

・かだんの花 

（５×３，３×５） 

  

 うかいストアの絵 

・ドーナツ（４×３） 

・あめ（３×７） 

・いちご（５×２） 

・おにぎり（２×３） 

・花壇の花については，前時のサ

ッカーボールの問題を想起さ

せ縦・横，どちらの列を１つぶ

んの数とするかで２種類の問

題が作れることに気づかせる。

また、‘列’など、つまずくと

思われる言葉は板書する。 

 

表  乗法の式に表すことができ

る場面を探し，問題文に表すこと

ができる。（シート・観察） 

 かけざんのしきになるお話もん

だいを作ろう。 

仮説（３）適用・発展問題の工夫 

― ２９ ―  ２年４組（５） 



― ３０ ―  ２年４組（６） 

 

 

 

 

 

・終わった人は絵からではなく

自分で考えた問題を作ってみ

ましょう。 

 

・問題を班で発表し、チェック

し合いましょう。 

 

・友達の問題を解いてみましょ

う。 
 

 

・ 各自、発表問題を決め、バイ

ンダーへはさむ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

・発表問題を各自、机の上に置

き、友達の問題を解いて回る。 

 

・教師がバインダーの問題をチェ

ックする。 

 

 

 

 

 

・一人一題ずつ問題を発表し、３

つのポイントがおさえられて

いるか、お互いチェックし合 

う。 

 

ふ
り
か
え
る
３
分 

６．本時の学習を振り返り、自己評

価をする。 

・①わかったか②できたか③手

をあげたかを振り返り，ノート

に丸をつける。 

  

 

 

 

・自分問題の中で、工夫された問

題あれば紹介する。 

 

（５） 具体の評価規準 

            A              B 努力を要する児童への支援の手だて 

身の周りから、乗法の場面として

とらえることができる場面を思い

起こし、正しく式に表したり、問題

を作ったりすることができる。 

絵から、乗法の場面としてと

らえることができる場面を見つ

け、正しく式に表したり、問題

を作ったりすることができる。 

(表現・処理) 

場面の様子を話させながら、同

じ数のまとまりに目をつけさせ、

何が「１つぶんの数」になるのか

気づかせる。また穴埋め形式のヒ

ントカードを用意して問題作り

の手助けとする。 

 

（６） 板書 

  

 

 

                              

                         

      

                                                 

 

 

 

 

 

じぶんもんだい 

                                  

※うかいストアの絵は 

黒板横に掲示する。 

 

 動物園の絵 

    

か かけざんのしきになるお話もんだいを作ろう。 

      ２×４のもんだい 

 も           （います。あります。） 

① １つのいすに人が２人ずつすわっています。 

１つぶんの数 

②  いすは４つぶんあります。 

いくつぶんの数 

③ 【みんなで】何人すわっていますか。 

（ぜんぶで） 

ぜんぶの数 

  しき ２×４＝８ 

  答え ８人 

 

 

 

 

 

仮説（３）適用・発展問題の工夫 


